
令和８年度 つくばみらい市立谷和原中学校グランドデザイン Yawara junior high school

谷和原中学校 学校教育プラン

谷和原中学校 学校教育目標

高めあい 助けあい 鍛えあう 生徒の育成

谷和原中学校 目指す学校像

すべての生徒の可能性を引き出す活力ある学校

谷和原中学校 目指す教師像

・生徒一人一人の学びを最大限に引き出す教師
・家庭や地域と連携しながら教育活動にあたる教師
・志気を高め、誇りを持って働くことができる教師

谷和原中学校 組織目標

〇問いの発見と解決に重点を置く探究的な学びの推進
（ＩＣＴを効果的に活用した授業改善）

〇生徒の自己指導力の育成を目指す安心して学べる環境の保障
（居場所づくりと絆づくりへの支援の充実）

つくばみらい市 学校教育目標

○個性と創造性に富み、確かな学力を身につけた
“みらい”の子を育てる

○グローバルな視野をもち、郷土愛に満ちた
“みらい”の子を育てる

○心身ともに健康で、自他を大切にできる
“みらい”の子を育てる

つくばみらい市 教育大綱

子どもたち一人一人の夢と希望に満ちた“みらい”へ

つくばみらい市 目指す児童生徒像

○多様な学びに、意欲を持って柔軟に取り組む児童生徒
○個性を尊重しながら、他者と協働的に活動する児童生徒

本県教育の目標

○ひとりひとりの能力を開発し 豊かな人間性をつちかう
○じょうぶな身体をつくり たくましい心を養う
○郷土を愛し 協力しあう心を育てる

いばらき教育プラン

基本理念「活力があり、県民が日本一幸せな県」

谷和原中学校 働き方改革

教員のパフォーマンス向上を図る働き方改革の推進
・学年担任制の一部導入による、複数の教員が協働し、
チームとして生徒を支援できる体制づくり

谷和原中学校 校内研修テーマ

「身に付けた基礎・基本を活用し、思考・判断・表現すること
のできる生徒の育成」
～「個別最適」な習得と「協働的」なアウトプットの

往還を通して～

パートナーシッププラン

「開かれた学校作りと家庭・地域
との連携」
○小中一貫教育の充実
・谷和原中学校区におけるの学びの連
続性、一貫性を意識した連携

・中学生の小学校乗り入れ授業の実施
○コミュニティ・スクールの導入
・家庭・地域との連携による子どもを
中心とした教育活動

・地域人材の確保と積極的な活用
・体験活動・キャリア教育の充実
○伊奈高等学校との連携

スペシャルサポートプラン

「教育支援の拡充」
○特別支援教育の充実
・一人一人の教育的ニーズに応じた支
援・指導

・ユニバーサルデザインの考え方を取
り入れた指導の実践（合理的配慮）

○総合教育支援センター・校内フリー
スペースの充実

・アウトリーチ型の学校訪問の実施
・校内フリースペースの運用
○伊奈特別支援学校との連携
・巡回相談における助言・援助

ヘルス＆セイフティプラン

「健やかな体の育成」
○保健・健康教育の充実
・学校、家庭、地域の関係機関との連
携

○食に関する指導の充実
・栄養教諭を活用した食育の推進
○危機管理体制の確立
・危機管理マニュアルの見直し
・コンプライアンス研修の実施
○安全教育の実施
・AED研修や性教育講演会、薬物乱用
防止教室等の充実

谷和原中学校区 目指す児童生徒像

小中一貫教育（谷和原小・福岡小・富士見ヶ丘小・谷和原中）
知） 進んで学び、高め合う児童生徒
徳） 思いやりがあり、助け合う児童生徒
体） 鍛えあい、たくましい児童生徒

ウォームハートプラン

「豊かな心の育成」
○生徒の自己指導力の育成
・居場所づくりと絆づくりによる自己
肯定感と自己有用感の向上

○いじめ防止の徹底
・定期的な生活アンケートの実施
・学年担任制の導入による教育相談体
制の充実

○道徳教育の充実
・「考え、議論する」道徳授業の展開
○人権教育の充実
○体験活動・キャリア教育の充実

スタディブラッシュアッププラン

「確かな学力」の向上
○問いの発見と解決に重点を置く探究
的な学びの推進

・試行錯誤、アウトプット、まとめと
振り返りの重視

・生成ＡＩの活用
○論理的思考の育成
・個別最適な学びの充実
・少人数指導の効果的な活用
○ICTの活用
・１人１台端末を効果的に活用した授
業改善

・生成ＡＩの活用
○外国語教育の充実


